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Chengbo Wang氏（米国 Johns Hopkins 大学．2011年 7月より中国 Zhejiang

大学），横山和義氏（北海道工業大学）と共同で，非線形項が 1階の導関数の絶
対値のべき乗の形をもつ波動方程式（たとえば2u = |ut|p）の初期値問題の解の
最大存在時間 (lifespan)の評価の研究を行なった [5]．
1981年に Johnは論文 [6]で，空間次元 nの値が 3で pの値が 2のときには，非

自明な古典解は時間大域には存在しないことを示した．なぜこのようなことが起
こるのか知るために，増田久弥教授 [7]や米国 Indiana大学の Glassey教授の門
下生により，Johnの成果は直ちに n, pが他の値の場合への一般化が試みられた．
Mathematical Reviews誌において，Glasseyは門下生の Siderisの論文 [10]を評す
る中で，n ≥ 2とするとき 1 < p ≤ 1 + 2/(n− 1)のときは，小さな初期値に対し
てすら非自明な解は時間大域には存在せず，他方 p > 1+ 2/(n− 1)のときは小さ
な初期値に対しては時間大域解の存在が示されるであろうと予想した．
1 < p ≤ 1+ 2/(n− 1)のときの大域解の非存在に関しては，1980年代中ごろに

やはり Glasseyの門下生の Schaeffer[9]と Rammaha[8]により優れた部分的な成
果が得られて，その後の 2001年に出版された Zhou[12]の論文で結果が完成され
た．この論文の中で Zhouは解の最大存在時間の上からの評価も得ており，その
評価が最良であるかも問題になった．（ちなみに Zhou氏がその論文でも述べてい
るように，彼はこの傑作を 1992年に書き終えていたそうで，しばらくして日本
でもプレプリントが話題になりました．わたしが修士課程の大学院生の頃です．）
またp > 1+2/(n−1)のときの小さな初期値に対する時間大域解の存在に関して

は，nの値が 2と 3のときに限り、私と津田谷公利氏との共著論文 [1]とTzvetkov

氏の論文 [11]の中で独立に解決されていた．
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以上のような展開をふまえて，本研究課題における長年の未解決問題は 2以上
のすべての nについて
・p > 1 + 2/(n− 1)のときに，小さな初期値を与えて時間大域解の一意存在定理
を確立することと，
・1 < p ≤ 1 + 2/(n− 1)のときに，小さな初期値に対する時間局所解の最大存在
時間の下からの評価を得て，Zhouによる上からの評価の最適性を検証すること
の 2点であった。
Wang氏と横山氏と共同でこの問題の解決の取り組み、横山氏との共著論文 [2],

[3]とWang氏，横山氏との共著論文 [4]のなかで培われた，Keel-Smith-Sogge型
評価式の改良版に基づく方法を駆使して，球対称な強解 (H2 × H1級の解)の枠
組みで上述の問題を解決することができた．
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